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活用方針・導入/活用までのステップ

VLP活用のねらい
○子ども一人一人に合った居場所や学習の機
会の確保（多様な学びの保証）

○社会とつながる場、人とつながる場としての役割

対象生徒・児童
○市内小・中学校の児童・生徒

運営時間
○スタート時 週２日１３：００〜１５：００
２学期より 毎日 ９：００〜１７：００

活用方法
○国立市総合教育センター教育支援室に通室する
児童・生徒や学校内においてVLPを希望する児童・
生徒に向けてアカウントを配布し、活用

①東京都VLP事業説明会に参加し、活用方法や他
地区の好事例や作成した資料等の収集

②国立市教育委員会としての目的や活用方法、方
向性の確認と周知

③管理職にVLPの紹介
④教育支援室に通室する児童・生徒へ説明会の開
催及びVLP試用期間で体験

⑤VLPの活用（R６年４月〜９月）
⑥教員、保護者向け資料の作成
各校の不登校児童・生徒へアカウント配布開始

（R６年１０月〜 ）
⑦全校への運用開始

適日

●国立市「国立市バーチャルラーニング『ぷらっと』フォーム」
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活動・取組み内容
活動・取組み内容

【導入前】
国立市教育委員会としての目的や活用方法、方向性の確認を行った。
・市内におけるVLPの位置付け
・VLP導入で目指すもの
・VLPの長期的なグランドスケジュール
【導入初期】
教育支援室に通室する児童・生徒とVLPを体験
・活用方法の紹介や実際に体験したよさや改善できそうな意見交換
・教育支援室の支援員も慣れるためにVLPに積極的参加

教員、保護者向け資料の作成及び各校の不登校児童・生徒へアカウント
配布開始
・VLP利用申請書、アカウント付与確認書、保護者用説明資料、教員用
説明資料の作成と配布
・一人一人に合った居場所や学びの提供へ

【運用期】
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

児童・
生徒

• お絵かきクエストが、色々な人が参加して楽
しかった。

• 誰かと話したいとき、空間に入るといつでも指
導員さんがいるのでとても安心できた。

• 自分が空間に入ったとき、他に誰も来ないと、
指導員さんにずっと相手をしてもらうことにな
り申し訳ない気持ちになった。

• 動作がもっと軽いと軽快に動きまわれる。
• 空間が狭いと感じた。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

○一人一人に合った居場所や学びの機会の一助となった。
○児童・生徒の得意分野を伸ばす機会になった。
○教育支援室に通室する児童・生徒にアカウント配布をしたが、各
校の不登校児童・生徒にもニーズがあり、「誰ともつながらない」
対策へつながってく可能性がある。
また、各校へアカウントを配布することで、管理職や教員への情報
の共有をすることができた。また、学校からもバーチャル空間へ入
室し、知ってもらうきっかけとなった。

○VLP導入で目指すものを一つあげ、多様な学びの保証と自分の
得意なことを知るきっかけづくりになるように、イベントを開催してい
く。

○今年度は、教育委員会 教育指導支援課を中心に取り組ん
できたが、来年度は、国立市総合教育センター教育支援室を中
心に運営していく。

利用者の声

• 都の支援員の方が体験教室を開いてくだ
さったのがありがたかった。参加者は支援室
に来て体験するようにしたので、これがきっか
けで外に出られるようになった児童もいた。

• 都の指導員の方同士で情報を共有していた
だけたので、お願い事などにスムーズに対応し
ていただけありがたかった。

• 夏季休業中などは支援室を閉じるので代替
として有効だと思ったのだが、それほど利用が
なかったのは残念だった。
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利用申請書

アカウント付与確認書

学校用説明資料

保護者用説明資料
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